
平成™�年�月�日 月曜日 (号外第˜œ™号)官 報

（
国
民
年
金
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
民
年
金
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
第
三
項
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

ロ
ー
マ
字
に
よ
り
氏
名
を
表
記
し
た
書
類
（
第
三
号
被
保
険
者
が
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
で
あ
る
場
合

に
限
る
。）

第
七
条
第
二
項
中
「
届
書
に
、
国
民
年
金
手
帳
を
添
え
て
」
を
「
届
書
を
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

３

前
項
の
届
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

国
民
年
金
手
帳

二

ロ
ー
マ
字
に
よ
り
氏
名
を
表
記
し
た
書
類
（
第
三
号
被
保
険
者
が
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
で
あ
る
場
合
に

限
る
。）

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
六
十
四
号

株
式
会
社
海
外
交
通
・
都
市
開
発
事
業
支
援
機
構
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号

並
び
に
第
二
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
並
び
に
第
二
号
、
第
十
九
条
第
八
項
及
び
第
九
項
並
び
に
第
二
十
条
第
二
項
第
二
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
株
式
会
社
海
外
交
通
・
都
市
開
発
事
業
支
援
機
構
法
施
行
規
則

を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
七
月
七
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

株
式
会
社
海
外
交
通
・
都
市
開
発
事
業
支
援
機
構
法
施
行
規
則

（
交
通
事
業
に
係
る
交
通
に
関
す
る
施
設
）

第
一
条

株
式
会
社
海
外
交
通
・
都
市
開
発
事
業
支
援
機
構
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
国

土
交
通
省
令
で
定
め
る
交
通
に
関
す
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

鉄
道
施
設

二

道
路

三

駐
車
場

四

自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル

五

港
湾

六

水
域
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
浮
き
構
造
物
（
交
通
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。）

七

空
港

八

車
両
、
船
舶
又
は
航
空
機
を
整
備
す
る
た
め
の
施
設

九

倉
庫
（
物
資
の
流
通
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

（
都
市
開
発
事
業
に
係
る
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
）

第
二
条

法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一

道
路

二

公
園
、
緑
地
及
び
広
場

三

下
水
道

四

河
川

五

運
河

六

水
路

七

防
水
、
防
砂
又
は
防
潮
の
施
設

八

港
湾
に
お
け
る
水
域
施
設
、
外
郭
施
設
及
び
係
留
施
設

（
都
市
開
発
事
業
が
行
わ
れ
る
区
域
の
面
積
の
規
模
）

第
三
条

法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
ロ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
規
模
は
、お
お
む
ね
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。
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